[bookmark: _GoBack]○大子町地区計画の区域内における建築物の制限に関する要綱
平成２８年２月２９日
告示第５―２号
改正　令和７年４月１日告示第３３―１２号
（目的）
第1条　この要綱は、地区計画の区域内における建築物の用途、建築物又は工作物（以下「建築物等」という。）の形態又は意匠に関し必要な事項を定めることにより、当該区域における適正で健全な集落環境機能を確保することを目的とする。
（定義）
第2条　この要綱で使用する用語の意義は、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）及び建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号。以下「政令」という。）で使用する用語の例による。
（適用区域）
第3条　この要綱は、別表第１に掲げる地区計画が定められている区域（以下「地区計画区域」という。）に適用する。
（建築物の用途の制限）
第4条　地区計画区域内においては、地区の区分に応じ、別表第２の建築物の用途の制限の項に掲げる建築物は、建築してはならない。
（建築物等の形態意匠の制限）
第5条　地区計画区域内においては、地区の区分に応じ、建築物等の形態又は意匠は、別表第２に掲げる制限に適合するものでなくてはならない。
（適用の除外）
第6条　第４条に規定する建築物の用途の制限又は第５条に規定する建築物等の形態若しくは意匠の制限に該当する建築物等について、町長が周辺の環境を害する恐れがないと認めたとき、又は公益上やむを得ないと認めたときは、第４条又は第５条の規定は、適用しない。
（委任）
第7条　この要綱に定めるもののほか、この要綱の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。
附　則
（施行期日）
1　この告示は、平成２８年４月７日から施行する。
（経過措置）
2　この告示の規定は、この告示の施行の日以後に建築又は設置された建築物等について適用する。
附　則（令和７年告示第３３―１２号）
この告示は、令和７年４月１日から施行する。
別表第1（第３条関係）
	地区の名称
	地区計画の区域

	大子駅前地区地区計画区域
	都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２０条第１項の規定により告示された大子駅前地区地区計画区域のうち、地区計画が定められた区域


別表第2（第４条、第５条関係）
（令７告示３３―１２・全改）
地区の名称：大子駅前地区地区計画
	地区の区分
​
制限の区分
	住宅地区
	商業地区
	防災交流地区

	建築物等の用途の制限
	建築してはならない建物
（１）　畜舎
	建築してはならない建物
（１）　風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律第２条第６項第４号に規定する営業の用に供するホテル又は旅館
（２）　倉庫業を営む倉庫
（３）　畜舎
	建築してはならない建物
（１）　風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律第２条第６項第４号に規定する営業の用に供するホテル又は旅館
（２）　倉庫業を営む倉庫
（３）　畜舎
（４）　劇場、映画館、演芸場若しくは観覧場、ナイトクラブその他これに類する用途で建築基準法施行令第１３０条の９の２で定めるもの又は店舗、飲食店、展示場、遊技場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他これらに類する用途で建築基準法施行令第１３０条の８の２で定めるものに供する建築物で、その用途に供する部分（劇場、映画館、演芸場又は観覧場の用途に供する部分にあっては、客席の部分に限る。）の床面積の合計が１万m２を超えるもの。

	建築物等の形態又は意匠の制限
	（１）　建築物の外壁及び屋根は、刺激的な色彩又は装飾を避け、美観・風致を損なわないものとする。
	（１）　建築物の外壁及び屋根は、刺激的な色彩又は装飾を避け、美観・風致を損なわないものとする。
（２）　屋外広告塔や広告板、屋上設置物等は、周辺環境との調和に配慮したものとする。
	（１）　建築物の外壁及び屋根は、刺激的な色彩又は装飾を避け、美観・風致を損なわないものとする。
（２）　屋外広告塔や広告板、屋上設置物等は、周辺環境との調和に配慮したものとする。
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